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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、
　この撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像を絵画風画像に変換する画像変換手段
と、
　複数の電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段と、
　前記撮影画像から、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、
この認識した時刻表示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶
する画像位置記憶手段と、
　前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶されている
複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選択手段と
、
　この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶手段に記憶されている座標位置
に、現在時刻に従って、順次、差替えて、前記絵画風画像を表示させる差替制御手段と、
を備えていることを特徴とする絵画風画像表示装置。
【請求項２】
　撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、
　複数の電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段と、
　前記撮影画像から、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、
この認識した時刻表示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶
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する画像位置記憶手段と、
　前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶されている
複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選択手段と
、
　この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶手段に記憶されている座標位置
に、現在時刻に従って、順次、差替える差替制御手段と、
　この差替制御手段の制御により差替えられた電子時刻表示部画像と前記撮影画像記憶手
段に記憶されている撮影画像とを絵画風画像に変換して、この変換された絵画風画像を表
示させる画像表示制御手段と、
　を備えていることを特徴とする絵画風画像表示装置。
【請求項３】
　前記電子時刻表示部画像記憶手段は、時針と分針とにより現在時刻を表示するアナログ
電子時刻表示部画像と、数字により現在時刻を表示するデジタル電子時刻表示部画像との
少なくとも一方を記憶していることを特徴とする請求項１または２記載の絵画風画像表示
装置。
【請求項４】
　前記電子時刻表示部画像記憶手段は、現在時刻を表示するための時針と分針との長さの
異なる複数種の電子時刻表示部画像を記憶し、
　前記画像位置記憶手段は、前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像のうち、時
針と分針との長さの比率を判別し、
　前記差替制御手段は、前記判別された時針と分針との長さの比率に対応する電子時刻表
示部画像を前記電子時刻表示部画像記憶手段から選択することを特徴とする請求項１また
は２記載の絵画風画像表示装置。
【請求項５】
　撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、複数の電子時刻表示部画像を
記憶している電子時刻表示部画像記憶手段とを備える機器における絵画風画像表示方法で
あって、
　前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像を絵画風画像に変換する画像変換ステ
ップと、
　前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像のうち、時刻を表示する時刻表示部の
画像である時刻表示部画像を認識し、この認識した時刻表示部画像と前記時刻表示部の位
置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画像位置記憶ステップと、
　前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶されている
複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選択ステッ
プと、
　この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶ステップで記憶された座標位置
に、現在時刻に従って、順次、差替えて、前記絵画風画像を表示させる差替制御ステップ
と、
　を含むことを特徴とする絵画風画像表示方法。
【請求項６】
　撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、複数の電子時刻表示部画像を
記憶している電子時刻表示部画像記憶手段とを備える機器における絵画風画像表示方法で
あって、
　前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像のうち、時刻を表示する時刻表示部の
画像である時刻表示部画像を認識し、この認識した時刻表示部画像と前記時刻表示部の位
置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画像位置記憶ステップと、
　前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶されている
複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選択ステッ
プと、
　この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶ステップで記憶された座標位置
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に、現在時刻に従って、順次、差替える差替制御ステップと、
　この差替制御ステップでの制御により差替えられた電子時刻表示部画像と前記撮影画像
記憶手段に記憶されている撮影画像とを絵画風画像に変換して、この変換された絵画風画
像を表示させる画像表示制御ステップと、
　を含むことを特徴とする絵画風画像表示方法。
【請求項７】
　時刻に従って変化する電子時刻表示部画像を記憶している絵画風画像表示装置のコンピ
ュータに、
　静止画像を絵画風画像に変換する変換ステップと、
　前記静止画像中に存在する時計の画像部分を認識する認識ステップと、
　前記認識ステップにより認識された前記時計の画像部分に対応する前記変換ステップに
より変換された絵画風画像の前記時計の画像部分に、前記時刻に従って変化する電子時刻
表示部画像を順次差し替えて合成する合成ステップと、
を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　静止画像を絵画風画像に変換する変換手段と、
　前記静止画像中に存在する時計の画像部分を認識する認識手段と、
　時刻に従って変化する電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段
と、
　前記認識手段により認識された前記時計の画像部分に対応する前記変換手段により変換
された絵画風画像の前記時計の画像部分に、前記時刻に従って変化する電子時刻表示部画
像を順次差し替えて合成する合成手段と、
を有することを特徴とする絵画風画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影された画像を絵画風画像に変換して表示する絵画風画像表示装置および
絵画風画像表示方法並びにプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、人的コストと時間的コストを多くかけることなく、画家の描いた絵画に見ら
れる特徴を擬似的に再現した絵画風画像を容易に作成する絵画風画像変換方法が知られて
いる。
【０００３】
　この絵画風画像変換方法は、処理対象である原画像の他に、実際の画家が描いた絵画の
画像も入力し、画家の画像から色彩情報と筆触情報を解析する。そして、解析した情報を
もとに原画像の色彩を疑似化させ、筆触を配置することにより、絵画風画像を生成するよ
うにするものである（例えば下記特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２１３５９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来技術にあっては、取得された絵画風画像を鑑賞して楽しむこと
ができるものの、原画像の一部に時間の経過に従って動く動的部分が存在する場合であっ
ても、静止画としてしか絵画風画像を鑑賞して楽しむことしかできない。したがって、生
成された絵画風画像は、面白みにも欠け、また、実用的にも不充分なものであった。
【０００６】
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　本発明は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、原画像の一部に時間の経過
に従って動く動的部分が存在する場合、当該動的部分が時間の経過に従って変化する絵画
風画像であって、静止画としても、動画としても絵画風画像を鑑賞して楽しむことができ
、面白みがあり、また、実用的にも充分な絵画風画像を生成することのできる絵画風画像
表示装置および絵画風画像表示制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、請求項１記載の発明に係る絵画風画像表示装置にあっては、
撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、この撮影画像記憶手段に記憶さ
れている撮影画像を絵画風画像に変換する画像変換手段と、複数の電子時刻表示部画像を
記憶している電子時刻表示部画像記憶手段と、前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮
影画像のうち、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、この認
識した時刻表示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画
像位置記憶手段と、この画像位置記憶手段に記憶されている時刻表示部画像を、前記電子
時刻表示部画像記憶手段に記憶されている複数の電子時刻表示部画像の中から選択し、こ
の選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶手段に記憶されている座標位置に、
現在時刻に従って、順次、差替えて、前記絵画風画像を表示させる差替制御手段と、を備
えていることを特徴とする。
【０００８】
　請求項１記載の発明は、撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、この
撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像を絵画風画像に変換する画像変換手段と、複
数の電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段と、前記撮影画像か
ら、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、この認識した時刻
表示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画像位置記憶
手段と、前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶され
ている複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選択
手段と、この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶手段に記憶されている座
標位置に、現在時刻に従って、順次、差替えて、前記絵画風画像を表示させる差替制御手
段と、を備えていることを特徴とする絵画風画像表示装置を提供するものである。
【０００９】
　請求項２記載の発明は、撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、複数
の電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段と、前記撮影画像から
、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、この認識した時刻表
示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画像位置記憶手
段と、前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶されて
いる複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選択手
段と、この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶手段に記憶されている座標
位置に、現在時刻に従って、順次、差替える差替制御手段と、この差替制御手段の制御に
より差替えられた電子時刻表示部画像と前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像
とを絵画風画像に変換して、この変換された絵画風画像を表示させる画像表示制御手段と
、を備えていることを特徴とする絵画風画像表示装置を提供するものである。
【００１０】
　請求項３記載の発明は、前記電子時刻表示部画像記憶手段は、時針と分針とにより現在
時刻を表示するアナログ電子時刻表示部画像と、数字により現在時刻を表示するデジタル
電子時刻表示部画像との少なくとも一方を記憶していることを特徴とする請求項１または
２記載の絵画風画像表示装置を提供するものである。
　請求項４記載の発明は、前記電子時刻表示部画像記憶手段は、現在時刻を表示するため
の時針と分針との長さの異なる複数種の電子時刻表示部画像を記憶し、前記画像位置記憶
手段は、前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像のうち、時針と分針との長さの
比率を判別し、前記差替制御手段は、前記判別された時針と分針との長さの比率に対応す
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る電子時刻表示部画像を前記電子時刻表示部画像記憶手段から選択することを特徴とする
請求項１または２記載の絵画風画像表示装置を提供するものである。
【００１１】
　請求項５記載の発明は、撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、複数
の電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段とを備える機器におけ
る絵画風画像表示方法であって、前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像を絵画
風画像に変換する画像変換ステップと、前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像
のうち、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、この認識した
時刻表示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画像位置
記憶ステップと、前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に
記憶されている複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択
する選択ステップと、この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶ステップで
記憶された座標位置に、現在時刻に従って、順次、差替えて、前記絵画風画像を表示させ
る差替制御ステップと、を含むことを特徴とする絵画風画像表示方法を提供するものであ
る。
【００１２】
　請求項６記載の発明は、撮影された撮影画像を記憶している撮影画像記憶手段と、複数
の電子時刻表示部画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段とを備える機器におけ
る絵画風画像表示方法であって、前記撮影画像記憶手段に記憶されている撮影画像のうち
、時刻を表示する時刻表示部の画像である時刻表示部画像を認識し、この認識した時刻表
示部画像と前記時刻表示部の位置を表す座標位置とを対応付けて記憶する画像位置記憶ス
テップと、前記認識された時刻表示部画像と、前記電子時刻表示部画像記憶手段に記憶さ
れている複数の電子時刻表示部画像とを比較し、１つの電子時刻表示部画像を選択する選
択ステップと、この選択された電子時刻表示部画像を前記画像位置記憶ステップで記憶さ
れた座標位置に、現在時刻に従って、順次、差替える差替制御ステップと、この差替制御
ステップでの制御により差替えられた電子時刻表示部画像と前記撮影画像記憶手段に記憶
されている撮影画像とを絵画風画像に変換して、この変換された絵画風画像を表示させる
画像表示制御ステップと、を含むことを特徴とする絵画風画像表示方法を提供するもので
ある。
【００１３】
　請求項７記載の発明は、時刻に従って変化する電子時刻表示部画像を記憶している絵画
風画像表示装置のコンピュータに、静止画像を絵画風画像に変換する変換ステップと、前
記静止画像中に存在する時計の画像部分を認識する認識ステップと、前記認識ステップに
より認識された前記時計の画像部分に対応する前記変換ステップにより変換された絵画風
画像の前記時計の画像部分に、前記時刻に従って変化する電子時刻表示部画像を順次差し
替えて合成する合成ステップと、を実行させることを特徴とするプログラムを提供するも
のである。
　請求項８記載の発明は、静止画像を絵画風画像に変換する変換手段と、前記静止画像中
に存在する時計の画像部分を認識する認識手段と、時刻に従って変化する電子時刻表示部
画像を記憶している電子時刻表示部画像記憶手段と、前記認識手段により認識された前記
時計の画像部分に対応する前記変換手段により変換された絵画風画像の前記時計の画像部
分に、前記時刻に従って変化する電子時刻表示部画像を順次差し替えて合成する合成手段
と、を有することを特徴とする絵画風画像表示装置を提供するものである。

【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、原画像である撮影画像が変換された絵画風画像の一部に時間の経過に
従って動く動的な動画部分を存在させることができる。このために、静止画としても、動
画としても絵画風画像を鑑賞して楽しむことができ、面白みがある絵画風画像を表示する
ことができる。また、絵画風画像の一部の動画部分を時刻表示部にした場合にはこの時刻
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表示部により現在時刻を表示させることができることから、実用的にも便利な絵画風画像
を表示することができる。
【００１５】
　より具体的には、たとえば、時計台を撮影すると、撮影された時計台の撮影画像を自動
的に絵画風画像に変換して表示することができ、かつ、当該絵画風画像の中で実時刻を刻
む実時間時刻表示部（クロック）を表示することができる。また、車を撮影すると、撮影
された車の撮影画像を自動的に絵画風画像に変換して表示することができ、かつ、車の撮
影画像のうち、実物タイヤ画像の形状に対応した複数の定形タイヤ画像を時間の経過に従
って順次差替えて表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかる置時計の外観を示す正面図、（ｂ）は背
面図である。
【図２】同置時計の機能ブロック図である。
【図３】ＲＯＭに記憶されたテーブルの概念図である。
【図４】絵画風画像変換表示処理の手順を示すフローチャートである。
【図５】時刻表示部画像の認識処理の手順を示すフローチャートである。
【図６】撮影画像の一例を示す図である。
【図７】時刻表示部画像の抽出手順を示す説明図である。
【図８】（ａ）～（ｃ）は絵画風画像への変換手順を示す説明図である。
【図９】（ａ）はデジタル表示の時刻表示部画像を示す図であり、（ｂ）はデジタル表示
の内蔵時刻表示部画像を示す図である。
【図１０】撮影画像の他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１（ａ）は、本発明の一実施の形態に係
る置時計１の外観を示す正面図であり、図１（ｂ）は、同置時計１の外観を示す背面図で
ある。
【００１８】
　この置時計１は、撮影機能を備え、正面部には液晶表示部２が設けられている。また、
背面部には後述する撮像部のレンズ部３が設けられているとともに、機能キー５、スライ
ドスイッチ６等が設けられている。また、上面部にはシャッターキー４が設けられている
。
【００１９】
　図２は、置時計１の機能構成図である。この置時計１は、ＣＰＵ７、このＣＰＵ７の各
種機能を実現するためのプログラムなどを記憶したＲＯＭ８、撮像部９、ＲＡＭ１０、入
力部１１、分割画像ＲＡＭ１２、時計部１３、画像合成部１４、および前記液晶表示部２
を備える。また、ＣＰＵ７は、後述する時刻表示部画像を検出する時刻表示部用検出部７
１、および撮影画像を取得する画像取得部７２を備える。なお、時刻表示部用検出部７１
、および画像取得部７２は、ＲＯＭ８に記憶されたプログラムを実行することによりＣＰ
Ｕ７で機能するものとする。
【００２０】
　入力部１１は、前記シャッターキー４、機能キー５、スライドスイッチ６等を有し、こ
れらキーおよびスイッチに対するユーザーの操作を検出する。
【００２１】
　分割画像ＲＯＭ１２には、時刻表示部画像メモリ１２１と背景画像メモリ１２２とが設
けられている。時刻表示部画像メモリ１２１は、撮影された画像（撮影画像）に含まれて
いる時刻表示部画像を記憶するとともに、撮影画像中における時刻表示部画像の位置を示
す座標を記憶する。背景画像メモリ１２２は、撮影画像から前記時刻表示部画像を除いた
背景画像を記憶する。
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【００２２】
　撮像部９は、前記レンズ部３、およびレンズ部３の光軸上に配置されたＣＣＤまたはＣ
ＭＯＳ等を有し、レンズ部３により被写体画像（イメージ）を結像し、ＲＧＢの各色の光
の強さを、電流値に変換して画像データを生成する。ＲＡＭ１０は、撮像部９により撮像
されて取得された画像データを記憶するとともに、ＣＰＵ７のワークエリアとして使用さ
れる。
【００２３】
　ＣＰＵ７は、ＲＯＭ８に記憶されたプログラムを実行して、単独で、または他の構成部
と協働して様々な処理を行い、置時計１の各種手段、各種構成部および各種機能を実現す
る。
【００２４】
　時刻表示部用検出部７１は、ＣＰＵ７がＲＡＭ１０から取得した撮影画像中における時
刻表示部の画像である前記時刻表示部画像の検出を行う。画像取得部７２は、ＣＰＵ７に
より取得されて時刻表示部用検出部７１により検出が行われた画像を、時刻表示部画像と
、時刻表示部画像を除去した文字板の画像とに分割させて取得する。
【００２５】
　分割画像ＲＡＭ１２は、画像取得部７２により取得された時刻表示部画像を時刻表示部
画像メモリ１２１に記憶し、一方、時刻表示部画像を除去した背景画像を背景画像メモリ
１２２に記憶する。計時手段として機能する時計部１３は、ＣＰＵ７の指示に応じて現在
の時刻を計時する。
【００２６】
　合成手段として機能する画像合成部１４は、後述するようにＣＰＵ７により生成される
ＲＡＭ１０に記憶されている内蔵時刻表示部画像を差し替える画像合成を行う。表示手段
として機能するＣＰＵ７は、画像合成部１４によって合成された画像を、表示部としての
液晶表示部２に表示する。
【００２７】
　前記ＲＯＭ８には、図３に示すテーブル１０１が記憶されている。このテーブル１０１
には、針式（アナログ）欄１０２と、数字式（デジタル）欄１０３とが設けられている。
【００２８】
　針式（アナログ）欄１０２には、パターン１、２、３に対応して、時針（Ｈ１）の長さ
Ｌ１と分針（Ｈ２）の長さＬ２の比率に対応した針画像が記憶されている。
【００２９】
　たとえば、針式（アナログ）のパターン１は、時針の長さ「２」に対して分針の長さの
比率が「８」である針式で時刻を表示する針画像である。パターン２は、時針の長さ「３
」に対して分針の長さの比率が「７」である針式で時刻を表示する針画像あり、パターン
３は、時針の長さ「４」に対して分針の長さの比率が「６」である針式で時刻を表示する
針画像ある。
【００３０】
　また、各パターン１、２、３には、当該比率の長さからなる時針と分針との針画像を含
み、１２時０分から１１時５９分までの時刻を表す内蔵時刻表示部画像、つまり１２×６
０＝７２０種の、分単位での時刻別の内蔵時刻表示部画像が各々記憶されている。
【００３１】
　数字式（デジタル）欄１０２には、パターン１、２、３・・・２４に対応して、時を表
す数字「００」～「２３」が記憶され、かつパターン１、２、３・・・６０に対応して、
分を表す数字「００」～「５９」の時刻画像が記憶されている。したがって、時を表す数
字「００」～「２３」と、分を表す数字「００」～「５９」との時刻画像の組合せにより
、「００：００」から「２３：５９」までの、２４×６０＝１４４０種の時刻を表すこと
が可能である。
【００３２】
　以上の構成に係る本実施の形態において、置時計１はＣＰＵ７がＲＡＭ１０に格納され
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ているプログラムに従って処理を実行することにより、図４のフローチャートに示す絵画
画像変換表示処理を実行する。
【００３３】
　すなわち、ユーザーがこの置時計１を携帯して、例えば図６に示す時計台５０にレンズ
部３を向けてシャッターキー４を押下すると、ＣＰＵ７は撮影処理を実行する（ステップ
Ｓ１０１）。この撮影処理より、撮像部９はレンズ部３により結像されている被写体画像
を取り込んで撮影画像とし、この撮影画像をＲＡＭ１０に格納する（ステップＳ１０２）
。
【００３４】
　引き続き、ＣＰＵ７は液晶表示部２を駆動して、撮影画像を液晶表示部２に表示させる
（ステップＳ１０３）。このステップＳ１０３での処理により、図８（ａ）に示すように
、時計台５０を主要被写体とする撮影画像５１が液晶表示部２に表示される。
【００３５】
　次に、この撮影画像５１を絵画風画像に変換する変換処理を実行する（ステップＳ１０
４）。このステップＳ１０４における絵画風画像への撮影画像の変換処理は、従来周知の
いずれの変換処理方法を用いてもよい。
【００３６】
　例えば、特開２００４－２１３５９８号に開示されている技術を採用することにより、
予めＲＯＭ８に記憶しておいた特定の画家の画像である画家画像の色彩や筆触を抽出して
、それを撮影画像５１に付与し、絵画風画像に変換する。絵画風画像への変換は、撮影画
像５１を画家画像の色彩に疑似させる手順と、画家画像から、その筆触特徴を抽出する手
順と、色彩を疑似させた画像からテクスチャの方向や強さを解析する手順と、解析結果に
基づいて抽出した筆触を配置する手順と、を含む。
【００３７】
　色彩を疑似させる手順は、画家画像から代表的な色の集合を作成し、また撮影画像５１
からも代表的な色の集合を作成する。前記色の集合作成とは、色彩情報を色空間上にプロ
ットし、画像に使用されているすべての色の中から多く使用されているものを選択し取り
出すことである。撮影画像５１の色集合と、画家画像の色集合を比較し、疑似化して再彩
色を行う事で、撮影画像５１を、色彩を模した絵画風画像に変換する。
【００３８】
　あるいは、特開昭６０－１９８６８７号の開示されている技術や特開昭６１－１５００
７７号公報に開示されている技術を用いて、撮影画像５１を油絵のような画像に変換して
もよいし、特開昭６１－２２１８７８号公報に開示されている技術を用いて、撮影画像５
１を水墨画のような画像に変換してもよい。
【００３９】
　このステップＳ１０４での変換処理により、図８（ａ）に示すように、絵画風画像５２
が生成され、液晶表示部２に表示されることとなる。
【００４０】
　次に、時刻表示部画像の認識処理を実行する（ステップＳ１０５）。 図５は、このス
テップＳ１０５での時刻表示部画像の認識処理の詳細を示すフローチャートである。
【００４１】
　先ず、撮影画像５１中に円画像があるか否かを判断する（ステップＳ２０１）。図７（
ｂ）の部分拡大図に示すように、撮影画像５１中に円画像Ｒがある場合には、ステップＳ
２０１の判断がＹＥＳとなる。したがって、ステップＳ２０１からステップＳ２０２に進
み、円画像の内側に長さの異なる２本の針画像（Ｈ１、Ｈ２）があるか否かを判断する。
【００４２】
　図７（ｂ）の部分拡大図に示すように、円画像Ｒの内側に長さの異なる２本の針画像Ｈ
１、Ｈ２がある場合には、ステップＳ２０２の判断がＹＥＳとなる。したがって、ステッ
プＳ２０２からステップＳ２０３に進み、２本の針画像Ｈ１、Ｈ２の比率を算出する。し
かる後に、この算出した２本の針画像Ｈ１、Ｈ２の長さの比率に対応するＲＯＭ８に記憶
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されている円画像の内蔵時刻表示画像を特定する。
【００４３】
　すなわち、図７（ｂ）に示すように、時針Ｈ１の長さがＬ１であり、分針Ｈ２の長さが
Ｌ２であり、時針の長さＬ１に対する分針の長さＬ２の比が２：８であったとすると、こ
の比率は、図３に示したテーブル１０１において、パターン１の内部時刻表示部画像に対
応する。したがって、ステップＳ２０４においては、このパターン１である内部時刻表示
部画像（Ｎ１）を、使用する時刻表示部画像として特定する。
【００４４】
　他方、ステップＳ２０１の判断がＮＯであって、撮影画像中に円画像がない場合には、
ステップＳ２０１からステップＳ２０５に進み、撮影画像中に枠画像があるか否かを判断
する。図９（ａ）に示すように、撮影画像中に枠画像Ｗがある場合には、枠画像Ｗの内側
に、複数の数字Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３と当該数字の間に、「：」のコロンＣ１とがあるか否か
を判断する（ステップＳ２０６）。
【００４５】
　図９（ａ）に示した例の場合、枠画像Ｗの内側に、複数の数字Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３と当該
数字の間に、コロンＣ１とがあるので、ステップＳ２０６の判断はＹＥＳとなる。したが
って、ステップＳ２０６からステップＳ２０７に進み、数字Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、コロンＣ
１に対応するＲＯＭ８の内蔵時刻表示部画像を、使用する時刻表示部画像として特定する
。つまり、テーブル１０１において、数字式（デジタル）欄１０３に記憶されている内蔵
時刻表示部画像を使用する時刻表示部画像として特定する。これにより、図９（ｂ）に示
すように、時刻をデジタル表示する内蔵時刻表示部画像Ｍ１が使用する時刻表示部画像と
して決定されることとなる。
【００４６】
　他方、図４のフローチャートにおいて、ステップＳ１０５に続くステップＳ１０６では
、撮影画像中における認識した時刻表示部画像の位置を示す位置座標を検出してＲＡＭ１
０に記憶する。このとき時刻表示部画像の位置座標は、時刻表示部画像が円画像を有する
ものである場合には（ステップＳ２０１；ＹＥＳ）、円画像の上下左右の４点の位置座標
を検出して記憶し、時刻表示部画像が枠画像を有するものである場合には（ステップＳ２
０５；ＹＥＳ）、枠画像の四隅の４点の位置座標を検出して記憶する。
【００４７】
　なお、円画像の中心部の位置座標のみ、あるいは枠画像の中心部の位置座標のみを検出
して記憶するようにしてもよい。
【００４８】
　次に、このステップＳ１０６でＲＡＭ１０に記憶した位置座標に基づき、絵画風画像の
時刻表示部画像を、前記ステップＳ２０４またはステップＳ２０７で特定した内蔵時刻表
示部画像に差し替える（ステップＳ１０７）。したがって、このステップＳ１０７での処
理により、図８（ａ）（ｂ）に示すように、例えば内部時刻表示部画像Ｎ１が、絵画風画
像５２の時刻表示部画像５３に差し替えられる。
【００４９】
　さらに、内部時刻表示部画像（Ｎ１）を時計部１３が計時する現在時刻に従って順次差
し替えつつ、絵画風画像を液晶表示部２の上部の領域であるクロック表示部に貼り付けて
表示させる。これにより、図８（ｃ）および図１（ａ）に示すように、液晶表示部２には
、現在時刻に従って時針Ｈ１と分針Ｈ２とが運針する状態を示す時刻表示部画像５３を含
む絵画風画像５２が表示され続けられる。
【００５０】
　したがって、原画像である撮影画像の一部に時間の経過に従って動く動的部分が存在す
る場合、当該動的部分が時間の経過に従って変化する絵画風画像であって、静止画として
も、動画としても鑑賞して楽しむことができ、面白みがある画像を生成して、表示するこ
とができる。しかも、時刻表示部画像５３は時針Ｈ１と分針Ｈ２とを含む針画像Ｎ１を順
次差替えて表示することにより、現在時刻を表示することから、電子時計機能を備え、実
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用的にも充分な絵画風画像を表示することができる。
【００５１】
　より具体的には、アナログ時計を有する時計台を撮影すると、撮影された撮影画像を自
動的に絵画風画像に変換することができ、かつ、変換された絵画風画像の中で実時刻を刻
む実時間時刻表示部（クロック）を得ることができる。
【００５２】
　しかも、絵画の中で実時刻を刻む実時間時刻表示部（クロック）における時針Ｈ１と分
針Ｈ２との長さの比率は、撮影画像における時刻表示部画像の時針Ｈ１と分針Ｈ２との長
さの比率と対応する。よって、絵画風画像において、違和感なく実時刻を刻むアナログ方
式の実時間時刻表示を行うことができる。
【００５３】
　無論、時刻表示部画像がデジタル表示であった場合も同様であり、原画像である撮影画
像の一部に時間の経過に従って動く動的部分が存在する場合、当該動的部分が時間の経過
に従って変化する絵画風画像であって、静止画としても、動画としても鑑賞して楽しむこ
とができ、面白みがある画像を生成して、表示することができる。このとき、時刻表示部
画像は数値により、現在時刻を表示することから、実用的にも充分な絵画風画像を生成し
て表示することができる。
【００５４】
　より具体的には、デジタル時計を有するタワーやビルを撮影すると、撮影された撮影画
像を自動的に絵画風画像に変換することができ、かつ、変換された絵画風画像の中で実時
刻を刻むデジタル方式の実時間時刻表示部（クロック）を得ることができる。
【００５５】
　なお、本実施の形態においては、図４のフローチャートにおいてステップＳ１０３に次
いでステップＳ１０４の絵画風画像への撮影画像の変換処理を行うようにした。しかし、
ステップＳ１０９の処理に次いでステップＳ１０４の絵画風画像への撮影画像の変換処理
を行うようにしてもよい。つまり、ステップＳ１０９で撮影画像の時刻表示部画像を現在
時刻に従って順次差し替え、差し替えた後に、撮影画像を風景画像に変換して表示するよ
うにしてもよい。
【００５６】
　また、本実施の形態においては、本発明を置時計に適用した場合を示したが、置時計に
限らず、携帯電話、デジタルカメラ等の他の機器に適用するようにしてもよい。
【００５７】
　また、本実施の形態においては、複数の第１画像を内部時刻表示部画像Ｎ１とし、予め
定められた形状の第２画像を時刻表示部画像としたが、これに限られない。
【００５８】
　たとえば、図１０に示すように、複数の第１画像を定形タイヤ画像Ｎ２、Ｎ３とし、予
め定められた形状の第２画像を実物タイヤ画像とし、撮影された車の撮影画像Ｋのうち、
この実物タイヤ画像の形状に対応した複数の定形タイヤ画像Ｎ２、Ｎ３を時間の経過に従
って順次差替えて表示するようにしてもよい。
【００５９】
　また、本実施の形態においては、機器である置時計が撮像部を有するものとしたが、機
器自体は撮像部を有することなく、他の機器で撮像された画像を取得して記憶する構成で
あってもよい。
【符号の説明】
【００６０】
　　１　　置時計
　　２　　液晶表示部
　　３　　レンズ部
　　４　　シャッターキー
　　５　　機能キー



(11) JP 5440198 B2 2014.3.12

10

　　６　　スライドスイッチ
　　７　　ＣＰＵ
　　８　　ＲＯＭ
　　９　　撮像部
　　１０　　ＲＡＭ
　　１１　　入力部
　　１３　　時計部
　　５０　　時計台
　　５１　　撮影画像
　　５２　　絵画風画像
　　５３　　時刻表示部画像
　　１０１　　テーブル
　　Ｒ　　円画像
　　Ｗ　　枠画像

【図２】 【図３】
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